[Special Issue] Japanese Language Education Designed Based on “Specific Situations” : Change in Teacher’s Consciousness and Viewpoint: Looking Back on “Practiced of Japanese Language Education Based on Specific Situation” by 橋本 愛子
 
 ― 1 ―  
 



























































マとした授業を 6 回、計 12 回の授業を計画・実践した。なお、2018 年度秋学期において、
当該科目を受講した学習者は 31 名であった。 
2.2 「「わたしのにほんご」プロジェクト」2018 年秋学期授業計画 





















































































































 1 早稲田大学に開設された、日本語教育を行う機関の名称。 
 2 「初級から超級の学習者（レベル 1～8）を対象に、担当教員がそれぞれの専門性を生かした教材・
シラバスを策定し、ユニークで「先進性」のある授業を提供」することを目的とした科目。（「早
稲田大学日本語教育研究センターHP」〈https://www.waseda.jp/inst/cjl/〉 閲覧日：2019 年 8
月 11 日） 
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